





































































































































る。清涼殿の簀子に青磁の大甕が設置され、そこに五尺（約一、 五メートル）もの桜の大枝が挿されていた。それは、中宮定子の立 を象徴する趣向として、父道隆もしくは母貴子が思いついたものだったろう。桜の生け花の演出は、かつて藤原良房 天皇后となっ 娘を桜に喩えて詠んだ和歌に準えたもので 元歌は『古今集』の五二番歌（点線部参照）である。宮廷に花開く桜は、栄華を極めた一門の象徴として咲き誇る后の桜であった。
もう一つは積善寺供養の段（用例⑭）にある。積善寺供養は関白道
隆が兼家の後継者としての地位を世間に誇示する一大行事としてとらえられる。桜が植えられ いた は、中宮定子の里邸として道隆が用意した二条邸だった。二月二十日頃、桜の季節にはまだ早い時期なのに満開に咲き誇ってい 桜は、実は造り物だということがわかる。桜の木を丸ごと一本、模造 庭に植えるという大掛かりな趣向を凝らして、道隆は娘の定子を待ち迎えたのだった。
ところが数日後、夜間に雨が降り始めた。造り物 桜が惨めな姿
なっていくこと 清少納言が心配していた時 道隆は従者 二条邸に差し向け、桜の木を引き抜いて持ち去らせた。翌朝、桜 木 跡形なくなっており、雨で形を損なった桜の姿を白昼 晒すことは避けられたと語られる。
清涼殿の桜と二条邸の桜、 『枕草子』の日記段に描かれ 両場面の





を指す例が二 、梅が一例、そして桜が一例（用例④）となる。梅の用例は実際に花が散った枝の用例だが、 の場合は比喩として使われた例になる。「散る桜」は、清少納言の宮仕え以前の章段で、かつて天皇の外戚の地位にあった藤原義懐の華やかな姿を描いた後に記される。その時、小白河院法華八講の中心にい 義懐には、数日後に失墜し出家する運命が待っていた。章段 末尾 、彼の運命に比べたら「桜など散りぬ 」のはたいしたことはないという作者 言葉が述べられている。『枕草子』で桜が散ることに触れる唯一の用例が、一時の権力者の失脚に喩えた例であることは示唆的だ。 『枕草子』が実際 散る桜を描かないのは、それが中関白家の失脚を連想させるものだ からという推論を裏付ける根拠になるのではないだろうか。
まとめ



































































































































































という語（本文中の波線部）が、 でに使用され ことは注目される。 『古今集』の桜は、咲いたばかりの花に対して、散るなよと祈る歌から始まっている である。花盛 の桜に対して、散る事を前提に詠む も六二番歌以降 続い いる。さらに、 っている桜に対して無茶振りをするのが八二番の紀貫之の歌である。桜が散るのを見ると心騒ぐから、いっそ咲かな でほしいと詠ってい 『古今集』では桜は散るものという認識が決まり事になっていたことが改めて確認される。
ところで、このように桜の散り際を詠む『古今集』だが、その歌に























































































































































































文学を代表する四季の景物につ て、 『古今集』と『枕草子』での取り上げ方を比較検討していく。さらに具体例をもとに、景物の描写と作品の主題との関係につい 考察し きたいと考える。
その手始めとして、春の景物の中から桜を取り上げる。 「桜」の語
が表れる『古今集』と『枕草子』の本文を抽出して基本資料 し それを基に検討していきたい。なお、本文引用は、 『古今集』は『新編国歌大観』 より、適宜、漢字 記 改めた。 『枕草子』は 新編日本古典文学全集』によった。
一『古今集』の桜
春の花の代表といえば、日本では桜を掲げることにほぼ異論はない

















































































































を父に持つ後宮女房の作品で 。す わち清少納言の父清原元輔は当代 代表する専門歌人であり、それは清少納言が後宮に召された第一の理由だった 考えられる。 『枕草子』の 章からは 歌人の血筋を意識しプレッシャーを感じながらも独自の文学分野を切り拓いていこうとする作者の意気込みが読み取れる。 『枕草子』がそれまでにない散文形態で書かれているのも、著名な歌人の娘としての自負が反和歌的表現を志向したためと見 ことができるだろう。 はいえ、和歌と異なる形式 求め こと自体が和歌 強く意識していることに他ならず、 『枕草子』が当代和歌文化の権威であった『古今和歌集』 （以下、『古今集』と表記する）の影響を受けていることは言うまでもない。
両作品の関わりについては、具体的な歌語摂取の指摘以外にも、
『古今集』が有する政治的役割を『枕草子』が取り入れたと見る論
一や、
『古今集』が創り上げた時間の断章 枕草子』が詩的手法として選択したとする論
二
など、 『古今集』が『枕草子』に与えた全般的な影
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